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〈

一

〉

愛

寿

会

で

は

、

平

成

二

十

二

年

度

か

ら

「

建

設

積

立

金

規

程

」

と

「

人

件

費

積

立

金

規

程

」

を

設

け

て

い

ま

す

。 

「

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

に

お

け

る

繰

越

金

等

の

取

扱

い

等

に

つ

い

て

」

〈

老

発

〇

六

三

〇

第

一

号

〉

の

第

２

 

３

〈

２

〉

で

は

、

「

安

定

的

な

経

営

の

確

保

及

び

財

政

状

況

の

透

明

性

の

確

保

の

向

上

を

図

る

観

点

か

ら

、

〈

中

略

〉

将

来

の

特

定

の

目

的

の

た

め

に

、

積

立

金

を

積

み

立

て

る

よ

う

努

め

る

こ

と

。

」

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

仁

生

園

で

は

前

記

規

程

に

基

づ

い

た

積

み

立

て

を

着

実

に

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

同

通

知

〈

３

〉

で

は

、

「

適

正

な

予

算

執

行

の

観

点

か

ら

、

予

算

額

と

決

算

見

込

み

額

と

に

著

し

い

差

異

を

生

ず

る

こ

と

が

見

込

ま

れ

る

場

合

は

、

〈

中

略

〉

予

算

を

補

正

す

る

こ

と

。

」

と

さ

れ

て

お

り

、

こ

の

度

、

補

正

予

算

に

つ

い

て

も

承

認

さ

れ

て

い

ま

す

。 

〈

二

〉

仁

生

園

で

は

、

二

号

館

の

ボ

イ

ラ

ー

整

備

事

業

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

は

す

で

に

お

伝

え

し

た

と

お

り

で

す

。

八

月

下

旬

に

、

新

し

い

ボ

イ

ラ

ー

の

搬

入

が

行

わ

れ

、

取

付

け

工

事

が

進

め

ら

れ

九

月

二

十

五

日

か

ら

稼

働

し

て

い

ま

す

。 

以

前

の

暖

房

用

ボ

イ

ラ

ー

を

緊

急

時

対

応

予

備

ボ

イ

ラ

ー

と

し

て

整

備

し

た

他

、

密

閉

式

膨

張

タ

ン

ク

も

併

せ

て

整

備

し

、

入

所

者

の

皆

様

が

安

心

し

て

暖

か

く

す

ご

さ

れ

る

様

に

い

た

し

ま

し

た

。 

 
 

 

 

〈

三

〉

昨

年

度

に

引

続

き

、

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

や

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

を

利

用

さ

れ

る

皆

様

の

送

迎

の

た

め

、

ま

た

、

施

設

入

所

の

方

々

の

受

診

な

ど

に

活

用

す

る

た

め

の

福

祉

車

輛

の

整

備

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

今

年

度

は

、

利

用

さ

れ

る

皆

様

の

安

全

確

保

の

面

か

ら

、

寒

冷

地

仕

様

の

四

輪

駆

動

車

を

二

台

、

ト

ヨ

タ

・

ハ

イ

エ

ー

ス

を

導

入

し

ま

し

た

。

利

用

者

の

皆

様

か

ら

は

、

快

適

な

乗

り

心

地

と

好

評

を

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。
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第

二

仁

生

園
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生

園

第
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仁

生

園

第
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仁

生
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〈

一

〉

第

二

仁

生

園

の

施

設

の

南

側

に

、

雨

水

調

整

池

〈

注

〉

が

あ

り

ま

す

。

開

設

当

初

か

ら

こ

の

整

備

事

業

が

懸

案

と

な

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

七

年

が

経

過

し

、

よ

う

や

く

着

手

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

一

昨

年

、

擁

壁

の

補

強

工

事

三

案

を

立

案

し

て

、

工

法

等

の

検

討

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

し

た

。

こ

の

度

、

当

初

案

と

比

べ

る

と

、

有

効

貯

水

量

を

若

干

増

加

さ

せ

る

と

と

も

に

、

こ

の

調

整

池

に

ス

ロ

ー

プ

を

併

設

し

て

、

補

助

的

な

駐

車

場

ま

た

は

、

軽

作

業

に

も

使

用

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

を

確

保

す

る

こ

と

な

ど

を

内

容

と

す

る

改

修

工

事

を

行

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

中

に

は

完

成

の

予

定

で

す

。 

〈

注

〉

雨

水

調

整

池

・

・

・

河

川

の

流

下

能

力

を

超

過

す

る

可

能

性

が

あ

る

出

水

を

、

一

時

的

に

溜

め

る

た

め

の

池

の

こ

と

。 

〈

二

〉

適

正

な

施

設

運

営

、

と

り

わ

け

経

費

節

減

の

た

め

に

省

電

力

化

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

Ｌ

Ｅ

Ｄ

化

・

Ｉ

Ｈ

化

に

よ

る

施

策

の

結

果

、

昨

年

度

実

績

と

比

較

す

る

と

、

電

力

使

用

量

で

二

十

九

％

、

電

力

料

金

で

は

十

四

％

の

削

減

に

繋

が

っ

て

い

ま

す

。 
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催
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平

成

二

十

六

年

度

の

主

要

事

業

の

進

捗

状

況

・

補

正

予

算

が

審

議

さ

れ

た

ほ

か

、 

施

設

の

運

営

状

況

な

ど

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。 

職人技の剪定で手入された「仁生園」中庭の散策を楽しみました。皆様笑顔で記念撮影。 



                                                                                                               

                                                                                                                        

                                                                                                                        

第 184 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 26 年 10 月 10 日 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 
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敬

老

会

敬

老

会

敬

老

会

敬

老

会    

～～～～    

    
九

月

十

四

日

（

日

）

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

ホ

ー

ル

に

於

い

て

、

敬

老

会

を

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

今

ま

で

は

フ

ロ

ア

ご

と

で

実

施

し

て

い

ま

し

た

が

、

一

同

が

会

し

て

の

敬

老

会

は

今

回

が

初

め

て

の

試

み

で

し

た

。 

仁

生

園

で

は

現

在

利

用

者

百

三

十

名

中

、

九

十

歳

代

五

十

三

名

、

百

歳

代

四

名

、

平

均

年

齢

八

十

八

歳

四

ケ

月

と

長

寿

の

方

が

多

数

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

。 

園

長

か

ら

お

祝

い

の

言

葉

を

い

た

だ

き

、

米

寿

（

八

八

歳

）

、

九

十

五

歳

以

上

の

方

の

紹

介

を

行

い

、

手

芸

工

作

部

が

企

画

し

た

利

用

者

様

全

員

へ

の

職

員

手

作

り

の

記

念

品

が

、

各

フ

ロ

ア

代

表

者

の

方

に

園

長

よ

り

贈

呈

さ

れ

ま

し

た

。 

 

～～～～    

ガ

ー

デ

ン

ラ

ン

チ

ガ

ー

デ

ン

ラ

ン

チ

ガ

ー

デ

ン

ラ

ン

チ

ガ

ー

デ

ン

ラ

ン

チ    

～～～～    

    

二

回

目

と

な

る

「

ガ

ー

デ

ン

ラ

ン

チ

」

が

九

月

三

日

（

水

）

、

喫

茶

い

こ

い

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

ぶ

ど

う

・

梨

・

り

ん

ご

等

秋

を

感

じ

る

果

物

に

バ

ナ

ナ

・

オ

レ

ン

ジ

を

彩

り

良

く

盛

り

付

け

た

も

の

と

何

種

類

か

の

飲

み

物

を

用

意

し

、

お

好

き

な

も

の

を

自

由

に

選

ん

で

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

食

事

は

お

弁

当

の

形

で

用

意

し

て

も

ら

い

、

本

来

は

気

候

の

良

い

こ

の

時

期

、

外

に

出

て

味

わ

っ

て

い

た

だ

き

た

か

っ

た

の

で

す

が

、

当

日

は

生

憎

の

曇

天

。

残

念

な

が

ら

「

い

こ

い

」

で

の

会

食

と

な

り

ま

し

た

が

、

日

頃

一

緒

に

な

る

こ

と

の

少

な

い

別

の

フ

ロ

ア

の

方

と

の

久

々

の

会

食 

 

 

 

に

笑

顔

が

溢

れ

ま

し

た

。

梨

は

、

何

十

年

も

前

の

利

用

者

様

の

ご

家

族

が

毎

年

千

葉

か

ら

送

っ

て

く

だ

さ

っ

て

い

る

も

の

で

、

り

ん

ご

は

、

地

元

長

坂

の

方

が

高

齢

に

も

か

か

わ

ら

ず

近

く

の

保

育

園

や

施

設

に

届

け

て

く

だ

さ

っ

て

い

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が

披

露

さ

れ

る

と

、

利

用

者

様

か

ら

感

謝

の

言

葉

や

「

き

れ

い

だ

ね

」

な

ど

の

感

想

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

カ

ラ

オ

ケ

が

し

た

い

と

の

要

望

で

カ

ラ

オ

ケ

も

用

意

さ

れ

、

園

長

や

職

員

の

自

宅

か

ら

届

い

た

テ

ー

ブ

ル

の

花

に

つ

い

て

話

も

弾

み

、

お

互

い

の

昔

話

に

楽

し

い

時

間

を

過

ご

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

は

、

各

フ

ロ

ア

か

ら

歌

あ

り

踊

り

あ

り

の

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

す

。

職

員

の

水

戸

黄

門

姿

や

、

利

用

者

様

が

着

物

を

着

て

娘

さ

ん

姿

で

登

場

し

た

り

す

る

と

、

皆

様

大

変

喜

ば

れ

、

ご

家

族

の

方

も

一

緒

に

楽

し

ま

れ

ま

し

た

。 

～～～～    

県県県県

・・・・

北

杜

市

北

杜

市

北

杜

市

北

杜

市

敬

老

慰

問

敬

老

慰

問

敬

老

慰

問

敬

老

慰

問    

～～～～    

    

    

九

月

十

二

日

（

金

）

、

北

杜

市

福

祉

課

か

ら

職

員

お

二

人

が

お

祝

い

を

届

け

に

来

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。 

 

八

十

八

歳

を

迎

え

ら

れ

た

三

名

の

入

所

者

様

に

、

小

宮

山

理

事

長

か

ら

祝

辞

が

述

べ

ら

れ 

、

笑

顔

で

う

な

ず

く

姿

も

見

ら

れ

会

話

も

楽

し

ま

れ

    

九

月

十

六

日

（

火

）

、

国

・

山

梨

県

か

ら

百

歳

以

上

の

方

に

記

念

品

及

び

賞

状

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。 

 

ご

家

族

の

方

々

も

来

園

さ

れ

一

緒

に

長

寿

を

祝

い

、

安

倍

晋

三

内

閣

総

理

大

臣

 
か

ら

い

た

だ

い

た

賞

状

を

し

み

じ

み

眺

め

ら

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

皆

様

に

は

ま

す

ま

す

健

康

で

、

穏

や

か

な

日

々

を

過

ご

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

最

後

に

最

高

齢

百

三

歳

の

小

松

岩

雄

様

か

ら

お

礼

の

言

葉

を

い

た

だ

き

、

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。 

利

用

者

の

皆

様

の

こ

れ

か

ら

の

毎

日

が

、

健

康

で

幸

せ

に

満

ち

た

笑

い

の

絶

え

な

い

楽

し

い

日

々

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

、

職

員

一

同

、

一

層

支

援

に

努

め

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 
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～～～～    

総

合

防

災

訓

練

総

合

防

災

訓

練

総

合

防

災

訓

練

総

合

防

災

訓

練    

～～～～    

    
九

月

二

十

六

日

（

金

）

、

全

職

員

を

対

象

に

し

た

夜

間

総

合

防

災

訓

練

が

午

後

七

時

か

ら 

実

施

さ

れ

ま

し

た

。 

出

火

場

所

を

厨

房

と

想

定

し

、

火

災

報

知

器

の

作

動

、

初

期

消

火

対

応

、

入

所

者

の

避

難

誘

導

、

夜

勤

職

員

以

外

の

職

員

は

帰

宅

後

に

非

常

招

集

連

絡

網

に

よ

り

訓

練

参

加

 

～～～～    

送

迎

車

送

迎

車

送

迎

車

送

迎

車

のののの

購

入

購

入

購

入

購

入

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

    
    

『『『『

ト

ヨ

タ

ト

ヨ

タ

ト

ヨ

タ

ト

ヨ

タ    

ハ

イ

エ

ー

ス

ハ

イ

エ

ー

ス

ハ

イ

エ

ー

ス

ハ

イ

エ

ー

ス    

ウ

ェ

ル

キ

ャ

ブ

ウ

ェ

ル

キ

ャ

ブ

ウ

ェ

ル

キ

ャ

ブ

ウ

ェ

ル

キ

ャ

ブ

』

～

』

～

』

～

』

～    

 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

等

が

永

年

の

懸

案

事

項

で

あ

り

ま

し

た

、

寒

冷

地

仕

様

の

送

迎

車

を

購

入

い

た

し

ま

し

た

。

今

回

導

入

し

た

車

両

は

利

用

者

の

送

迎

の

安

全

を

確

保

す

る

た

め

の

四

輪

駆

動

使

用

で

す

。 

 

日

々

、

利

用

・

入

所

者

の

皆

様

の

安

全

を

第

一

に

送

迎

に

あ

た

ら

せ

て

頂

き

ま

す

。 

  

秋

晴

れ

に

恵

ま

れ

た

九

月

二

十

三

日

（

火

）

、

山

梨

県

北

杜

市

白

州

町

に

あ

り

ま

す

「

白

州

・

尾

白

の

森

名

水

公

園

 

べ

る

が

」

に

出

掛

け

て

き

ま

し

た

。 

ニ

ジ

マ

ス

釣

り

や

散

策

を

楽

し

む

観

光

客

の

方

々

と

い

っ

し

ょ

に

、

〈

秋

分

の

日

〉

を

過

ご

し

ま

し

た

。

 

 

～～～～    

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

    

～～～～    

 

九

月

十

七

日

（

水

）

、

待

ち

に

待

っ

た

日

帰

り

旅

行

。

今

年

は

諏

訪

湖

周

辺

へ

行

っ

て

き

ま

し

た

。 

当

日

は

、

あ

い

に

く

の

曇

り

空

で

し

た

が

、

諏

訪

湖

に

着

い

た

時

に

は

太

陽

が

顔

を

出

し

て

く

れ

て

、

「

広

い

湖

面

と

眩

し

い

光

の

中

、

空

気

が

美

味

し

い

ね

。

」

と

笑

顔

で

散

歩

を

楽

し

み

ま

し

た

。 

 

 

 

 

～～～～    

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

「「「「

や

す

ら

ぎ

や

す

ら

ぎ

や

す

ら

ぎ

や

す

ら

ぎ

」」」」    

～～～～ 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

    

が

、

訓

練

の

緊

張

感

を

忘

れ

ず

に

災

害

発

生

時

に

は

迅

速

な

行

動

に

繋

げ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 最

後

に

、

お

忙

し

い

と

こ

ろ

を

ご

指

導

い

た

だ

き

ま

し

た

小

荒

間

消

防

団

の

み

な

様

に

は

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

 

順

次

登

園

し

た

職

員

は

、

初

期

消

火

対

応

、

避

難

誘

導

方

法

な

ど

再

確

認

を

行

い

ま

し

た

。

最

後

に

小

荒

間

地

区

消

防

団

の

ご

指

導

を

い

た

だ

き

な

が

ら

、

実

際

の

消

火

器

を

使

用

し

た

消

火

を

体

験

し

総

合

防

災

訓

練

を

終

了

し

ま

し

た

。 職

員

は

日

々

の

仕

事

に

忙

殺

さ

れ

が

ち

で

す 

 

 

 

九

月

二

十

九

日

（

月

）

、

ｋ

ｚ

（

ケ

イ

ズ

）

フ

ァ

ミ

リ

ー

の

皆

さ

ん

の

、

ピ

ア

ノ

と

サ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ン

の

演

奏

と

ジ

ャ

ズ

の

歌

声

を

聴

き

ま

し

た

。

「

枯

葉

」

や

「

イ

バ

ネ

バ

の

娘

」

の

ム

ー

ド

音

楽

で

は

利

用

者

の

皆

さ

ん

も

静

か

に

聞

き

惚

れ

て

い

る

様

子

で

し

た

。 

終

盤

は

、

み

ん

な

で

歌

い

ま

し

よ

う

…

と

、

「

高

原

列

車

」

等

の

懐

か

し

い

歌

を

２

曲

歌

い

、

最

後

に

「

高

校

三

年

生

」

の

替

え

歌

を

全

員

で

合

唱

し

ま

し

た

。

「

絆

」

と

題 

信

州

野

沢

菜

セ

ン

タ

ー

で

昼

食

を

食

べ

た

後

、

お

土

産

リ

ス

ト

の

メ

モ

帳

を

見

な

が

ら

、

ど

れ

に

し

よ

う

か

迷

っ

て

い

る

方

や

、

「

試

食

を

し

て

美

味

し

か

っ

た

か

ら

こ

れ

に

し

た

さ

ぁ

。

」

と

互

い

に

会

話

を

さ

れ

て

い

る

方

等

、

時

間

は

あ

っ

と

い

う

間

で

し

た

。 

し

た

こ

の

歌

は

当

園

の

利

用

者

が

第

二

仁

生

園

用

に

ア

レ

ン

ジ

し

て 

作

詞

し

た

馴

染

み

の

曲

な

の

で

皆

さ

ん

元

気

に

歌

っ

て

い

ま

し

た

。 

芸

術

の

秋

…

こ

れ

か

ら

も

楽

し

ん

で

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 



平

成

二

十

六

年

九

月

一

日

～ 

平

成

二

十

六

年

九

月

三

十

日 
 

愛

寿

会

愛

寿

会

愛

寿

会

愛

寿

会

・・・・

仁

生

園

仁

生

園

仁

生

園

仁

生

園

・・・・

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の    

ごごごご

協

力

協

力

協

力

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

し

た

し

た

し

た

。。。。    

                                                                                               

                           

                

 

愛

寿

会

サ

ー

ビ

ス

へ

の

ご

意

見

・

ご

要

望

や

施

設

見

学

等

の

ご

希

望

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

左

記

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

 

仁

 

生

 

園

 

電

話

 

０

５

５

１

（

３

２

）

３

３

４

０

 

第

二

仁

生

園

 

電

話

 

０

５

５

１

（

３

２

）

８

２

７

０
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ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

活

動

活

動

活

動    

    

・

レ

ク

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ほ

が

ら

か

グ

ル

ー

プ

 

代

表

 

吉

田

 

道

子

 
 

 

様

 

・

レ

ク

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ゆ

ず

っ

こ

の

会

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

代

表

 

佐

野

 

恭

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

う

た

な

か

ま

八

ヶ

岳

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

保

 

坂

 
 

多

枝

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

井

 

上

 
 

早

智

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

原

 

田

 
 

勝

 

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

佐

 

藤

 
 

英

 

道

 
 

様 

・

ジ

ャ

ズ

演

奏

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ケ

イ

ズ

フ

ァ

ミ

リ

ー

 
 

様 

  

い

つ

も

ご

協

力

を

い

た

だ

き

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

今

後

と

も

利

用

者

の

皆

様

に

、

よ

り

ご

満

足

い

た

だ

け

る

施

設

運

営

を

目

指

し

役

職

員

一

体

と

な

っ

て

誠

心

誠

意

努

め

て

参

り

ま

す

。 

何

卒

、

こ

れ

か

ら

も

ご

支

援

の

ほ

ど

を

、

ま

た

、

ご

叱

正

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

略

儀

な

が

ら

、

お

礼

状

に

替

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

金

員

金

員

金

員

金

員

・・・・

物

品

物

品

物

品

物

品

の

ご

の

ご

の

ご

の

ご

寄

附

寄

附

寄

附

寄

附    

    

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

白

 

土

 
 

真

理

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

実

相

寺

 
 

様

 

・

韮

崎

市

 
 

 
 

 
 
 

細

 

田

 
 

太

満

美

 
 

様

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

愛

寿

会

後

援

会

入

会

者

様

愛

寿

会

後

援

会

入

会

者

様

愛

寿

会

後

援

会

入

会

者

様

愛

寿

会

後

援

会

入

会

者

様    

    

・

北

杜

市

武

川

町

 
 

 

鈴

 

木

 
 

信

 

一

 
 

様 

・

北

杜

市

長

坂

町

 
 

 

村

 

松

 
 

三

 

男

 
 

様 

・

北

杜

市

小

淵

沢

町

 
 

小

 

林

 
 

健

 

展

 
 

様 

・

北

杜

市

長

坂

町

 
 

 

伊

 

藤

 
 

恵

 

美

 
 

様 

 

～～～～    

優

和

福

祉

専

門

学

校

優

和

福

祉

専

門

学

校

優

和

福

祉

専

門

学

校

優

和

福

祉

専

門

学

校    

介

護

実

習

介

護

実

習

介

護

実

習

介

護

実

習    

～～～～    

    

九

月

二

十

二

日

か

ら

十

月

六

日

の

八

日

間

、

優

和

福

祉

専

門

学

校

一

年

生

二

名

の

方

が

、

介

護

実

習

の

た

め

来

園

さ

れ

ま

し

た

。 

こ

の

実

習

は

、

多

様

な

介

護

現

場

に

お

け

る

利

用

者

様

の

生

活

リ

ズ

ム

や

個

性

を

理

解

す

る

、

ま

た

、

利

用

者

様

・

ご

家

族

と

の

関

わ

り

を

通

し

て

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

実

践

で

き

、

安

全

・

安

楽

な

介

護

技

術

の

基

本

を

理

解

す

る

こ

と

を

目

的

に

行

わ

れ

ま

し

た

。 

 

 

 

ご

面

会

の

皆

さ

ま 

手

指

の

消

毒

な

ど

に

ご

協

力

を

！

 

仁

生

園

・

第

二

仁

生

園

 

共

通

 

 

お

手

数

を

お

か

け

し

ま

す

が

、

施

設

利

用

者

の

健

康

を

守

る

た

め

に

左

記

の

七

項

目

を

お

守

り

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

  

一

、

ご

面

会

は

、

な

る

べ

く

午

前

九

時

か

ら

午

 

後

五

時

の

間

に

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

二

、

出

入

口

は

、

正

面

玄

関

か

ら

の

み

と

し

て

 

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

三

、

ご

面

会

の

際

に

は

、

必

ず

マ

ス

ク

を

持

参

 

し

て

く

だ

さ

い

。

 

 

四

、

玄

関

に

入

り

ま

す

と

正

面

に

消

毒

液

が

設

 

置

さ

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

手

指

を

丁

寧

に

 

消

毒

し

て

く

だ

さ

い

。

 

 

五

、

ご

面

会

に

訪

れ

た

こ

と

を

事

務

室

に

お

話

 

し

く

だ

さ

い

。

そ

の

際

、

体

調

の

悪

い

方

に

 

は

ご

遠

慮

い

た

だ

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

 

六

、

そ

れ

か

ら

ワ

ー

カ

ー

室

に

向

い

、

来

意

を

 

お

伝

え

く

だ

さ

い

。

 

 

七

、

ご

面

会

の

際

に

は

、

マ

ス

ク

の

着

用

を

基

 

本

に

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 


